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私は、夏休みを利用して、オーストラリア夏期英語研修に参加しました。 

 研修先での授業については、内容自体は難しくはありませんでしたが、自分の意見を求められること

が多く、自分の知っている語彙で分かりやすく相手に伝えることは難しかったです。生徒の発言によっ

て授業が成立しているとも思いました。これは日本の教育ではあまり経験できないことなので、積極性

が常に必要とされ、英語力とは違う意味で難しかったです。１クラス 20名程度で、日本人学生の他に、

中国人学生、韓国人学生などの留学生と一緒に授業を受けました。またクラスメイトと親しくなり、  

放課後に一緒に食事や観光に行きました。 

研修期間中はホームステイを経験しますが、オーストラリアにおける滞在期間中、最も英語を使って

会話をすることになるのがホストファミリーです。オーストラリアは移民の多い国ということもあり、 

各家庭によって、ルールや食文化が異なり、戸惑うこともありましたが、徐々にホストファミリーと  

馴染んでいくことができました。家にいるときは自分の部屋にこもるのではなく、できるだけファミリ

ーと過ごす時間を大切にしました。ホストシスターと一緒に遊んだり、DVD を見たりして、すべてを理

解することはできないけれど、英語のヒアリングが以前より向上したと思います。 

 最後にこの研修を通して、私は英語学習へのモチベーションがとても上がりました。海外生活への 

憧れという動機で申し込みましたが、実際に異国の文化に触れて、初めての経験を持つことができて 

とても充実した１か月でした。これから英語を勉強して自信をつけて、また海外に行く機会を持ち、  

日本でも外国出身の方ともっと話す機会ができたら楽しいだろうなと思いました。 

 


